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第１章  基本方針 

 

１ 現状・課題 
 
   平成２５年４月１日リニューアルオープンした武雄市図書館・歴史資料館

は、年間８０万人の来館者があり、幅広い世代の市民の方々に利用され好評

を得ています。 

  その一方、利用者の増加による施設のスペース不足（学習・閲覧・各種講

座・キッズスペース等）の課題、また多分野において行われている講座（英

語・韓国語講座、古文書講座、こども読書会等）が人気を博しており、手狭

感は否めないところです。 

  駐車場においても、土日を問わず常に満車状態であり、隣接している梅林

駐車場（武雄神社下）も使用していますが、それでも足りない状態です。 

  また子育て関係では、少子化や核家族化の進行、夫婦共働き家庭の増加等

により、子育てを取り巻く環境は大きく変化しております。 

このような社会変化は、子ども同士の交流の機会を少なくし、併せて子を

持つ親の子育て不安や育児ストレスなどを引き起こし、次世代を担う子ども

自身の健やかな成長に深刻な影響を及ぼしてします。 

このようなことから、子育て支援に関する政策は、市の最重要施策と位置

付け、平成２７年８月には教育部とこども部を統合した「こども教育部」と

組織を見直し、子育て支援に力を入れているところです。 

しかしながら現在市内には、幼児や児童が保護者と一緒になって過ごせる

施設が少ないのが現状です。 

 

 

   

２ 目 的 
 
  本市の現状・課題を踏まえ、武雄市図書館・歴史資料館との一体的な施設

として、「子育て応援機能をもった施設」と「子どもを中心に多世代が交流で

きる施設」を併せもった図書館（以下、「こども図書館」）を建設し、課題克

服を図ります。 

そして、こども図書館が、より豊かな親子の育ちを支援する“ワンランク

上の子育て”の拠点となり、子どもを中心に親や多世代の方々が気軽に集い、

学び、交流、リラックスできる新たな施設を目指します。 
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３ こども図書館のコンセプト 
 

（１）子どもが楽しく、親も楽しく学べる図書館 

 ・子どもの興味をひく本の設置や空間づくりにより、小さい頃から読

書に親しみ、読む楽しみや学ぶ楽しさが実感できる施設。 

 ・学習、多目的ルームの充実を図り、親の学習・体験の場の提供や読

み聞かせ会など、幅広い生涯学習活動ができる施設。 

 

（２）親も子も遊べ、ゆっくり過ごせる図書館 

・館内外に遊び場を確保することで、読書だけでなく、親子で楽しく

触れ合える時間を過ごせる施設。 

・館内で食事をとれるスペースをもたせることで、図書館を出ること

なく、ゆっくり家族で過ごすことができる施設。 

 

（３）子育て応援ができる図書館 

・子育て中やこれから子育てを行う方、また子育てに関わる方が、子

どもと一緒になって楽しく過ごせる施設。 

・子育てに不安を抱えている方などが、利用者同士の交流や相談、情

報交換ができる施設。 

・ボランティアや子育てサークルの皆さんが活動・交流ができる施設。 

 

 

第２章  基本指針 

   

１ 想定利用者 
 

乳幼児から小学生及びその保護者が対象であるが、多世代の交流の場と

して、利用者制限は設けない。 

 

２ 施設の概要 

 

（１）施設の規模 
 

敷地の地形を活かし周辺の景観を損なわないものとし、敷地面積や必

要となる機能等を勘案した建築規模とする。 

※第３章 建設計画を参照のこと。 
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（２）施設内外の機能 
 

・図書スペース 

・学習、多目的スペース 

・飲食スペース 

・プレイゾーン、遊具スペース 

・交流テラススペース 

・ボランティア、事務スペース 

・書庫（閉架）スペース  

・その他スペース 

 

３ その他関連施設整備 
 

・既存の図書館・歴史資料館内の配置を見直し、一部改修を行う。 

・駐車スペースの拡大を図る。 

    

 

第３章  建設計画 
   

１  施設整備計画 

 

（１）建設予定地及び敷地面積 
  

           佐賀県武雄市武雄町大字武雄             （現武雄市図書館西側） 

字 地番 面積（㎡） 
台帳地

目 
備考 

尾ノ上  5289番 1 1,338  畑  

尾ノ上 5295番 1 79  雑種地  

尾ノ上 5294番  22  畑  

合計   1,439    

 

（２）延床面積 

              ６５０㎡程度 

 

（３）建物配置 
 

    既存の図書館・歴史資料館との一体的な施設とし、屋外施設を考慮し

た配置とする。 
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（４）建築構造等 
 

・既存の図書館・歴史資料館を基調に、敷地周辺の景観と調和した施

設。 

・木のぬくもりや自然光の明るさをうまく取り入れた施設。 

・建築基準法や佐賀県福祉のまちづくり条例など関係法令を遵守し、

だれもが安全かつ円滑に施設を利用でき、震災や火災に充分対応し

た構造。 

・建築物本体の構造は、特に定めない。 

 

（５）外 構 
 

・建物と調和した外構整備を検討し、屋内施設と屋外施設との利便性

を配慮した整備。 

・隣接する水路は利用者の安全確保を第一に、駐車場と建物との動線

に配慮した整備。 

 

（６）駐車場 
 

・既存の図書館・歴史資料館駐車場及び梅林駐車場（武雄神社下）の

敷地を有効に活用し、駐車台数の増加を図る。 

 

（７）既存の図書館・歴史資料館の改修 
 

・館内の配置を見直し、それに伴う一部改修を行う。 

・こども図書館との連絡通路（出入口を含む）の整備を図る。 

 

２ 建設事業の概要及び財源 
 
（１）建設事業の概要 
 

［本施設建設事業］ 

・委 託 （基本設計、実施設計、地質調査、工事監理 等）      

・工 事 （建築・機械設備・電気設備工事、外構工事 等）       

 

［関連整備事業］ 

・委 託 （駐車場整備設計、敷地整備設計 等）     

・工 事 （駐車場整備工事、敷地整備工事、本館改修工事 等）   

 

（２）財 源 
 

・起   債    ＊合併特例債の活用 
 
・一般財源    ＊ふるさと納税等の活用 
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３ 事業スケジュール 
 

こども図書館建設の全体事業については、次のスケジュール（案）で進

め、平成２９年１０月の開館を目指します。 

 

  

年 度 内  容 

 

 

 

平成２８年度 

 

 

 

 

・基本計画のパブリックコメント実施 

・基本設計、実施設計 

・地質調査 

・敷地整備設計、工事 

・こども図書館建設工事 

・駐車場整備設計 

 

 

 

平成２９年度 

 

 

 

 

・こども図書館建設工事（継続） 

・外構工事 

・駐車場整備工事 

・既存の図書館・歴史資料館の改修工事 
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